
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜助成金情報＞  

 
 ますだすまいる 通信 

 

2021年 12月発行 第100号 NPO市民活動団体情報誌 

※各種助成金の詳細については、 

発信元のホームページをご覧ください。 

発行元：益田市市民活動支援センター 

益田市常盤町１番１号 益田市役所連携のまちづくり推進課内 

TEL:0856-31-0600 FAX：0856-23-7708  

E メ ー ル：ｎｐｏ@city.masuda.lg.jp 

公益信託しまね女性ファンド 

２０２２年度前期助成事業 

島根県の女性たちが自主的・主体的に企画実施する活動
を支援します。 
①魅力ある地域づくりの活動 

②男女共同参画社会づくりの活動 
③次世代を担う人づくり活動 
④水と緑豊かな環境づくりの活動 
⑤働く女性が活躍できる社会づくりの活動 
⑥男女共同参画社会づくりの普及・啓発活動 
⑦働く女性が活躍できる社会づくりの普及・啓発活動 

〔助成金額〕 ①～⑤：対象経費の２/３を助成 

        ⑥⑦：対象経費全額を助成（上限１０万円） 

〔申込締切〕 １月１５日 

〔発 信 元〕 公益信託しまね女性ファンド 

〔Ｕ Ｒ Ｌ〕 https://www.asuterasu-shimane.or.jp/swc/jigyo/R3-

bosyu.html#2022fund-zenki-bosyu 

【 対 象 団 体 】 
市 民 活 動 団 体 
Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 

２０２２年度 エフピコ環境基金 

持続可能な社会構築に寄与する以下①～③の分野を対象
に助成します。 
①環境保全活動 
②環境教育・研究 
③「食」課題解決・「食」支援に関わる活動 

〔助成金額〕 １件あたり上限２００万円/円 

〔申込締切〕 １２月２０日 

〔発 信 元〕 エフピコ環境基金 

〔Ｕ Ｒ Ｌ〕 https://www.fpco.jp/esg/environmenteffort/enviro 

nmentalfund_recruitment.html 

環境 

令和３年度 山陰中央新報社会福祉事業団 

「愛のともしび募金」助成事業 

地域の福祉向上を図ることを目的として、県内で熱心に活
動を行う団体へ、新たな事業に取組むために必要な経費

や、これまでに行ってきた活動をさらに充実させるために必
要な経費を助成します。 

〔助成金額〕 １件あたり原則１０万円を限度 

〔申込締切〕 １月２４日 

〔発 信 元〕 島根県社会福祉協議会 

〔Ｕ Ｒ Ｌ〕 https://www.shimane-ikiiki.jp 

 

【対象団体】 
ＮＰＯ法人 

市民活動団体 

福祉 

【 対 象 団 体 】 
Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 

２０２２年度 住まいとコミュニティづくり活動助成 

住まいとコミュニティに関する多様な社会的課題に対応する
ため、「コミュニティ活動助成」と「住まい活動助成」の二本
立てとし、それぞれに対して助成を行います。 
①コミュニティ活動助成 
地域づくりやコミュニティを基軸にした広範な市民活動に対
する助成 

②住まい活動助成 
住まいや住宅地、団体、マンションなどを活動対象にして多
様な住宅問題に取り組む活動に対する助成 

〔助成金額〕 １件あたり１２０万円以内 

〔申込締切〕 １月１２日 

〔発 信元〕 （一財）ハウジングアンドコミュニティ財団 

〔Ｕ Ｒ Ｌ〕 http://www.hc-zaidan.or.jp/program.html 

 

【対象団体】 
ＮＰＯ法人 

市民活動団体 

まちづくり 

一般財団法人冠婚葬祭文化振興財団 

「社会貢献基金助成」 

地域の種々の災害の救済、社会福祉事業、環境保全事業
など社会貢献活動を行う各種団体等への助成及び社会貢
献に資する調査・研究を目的とした事業に対する助成を行
います。 

〔助成金額〕 １件あたり上限２００万円 

〔申込締切〕 １月３１日 

〔発 信 元〕 （一財）冠婚葬祭文化振興財団 

〔Ｕ Ｒ Ｌ〕 http://www.ceremony-culture.jp/social/service/ 

fund/content01/ 

【対象団体】 
NPO 法人 

市民活動団体 

ますだすまいる通信は、今月で１００号目を迎えました！

これからも、多くの市民のみなさまへ市民活動に関する情

報をお届けできるよう努めてまいります。みなさんの知り

たいを発信していきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 

平成 25 年 

情報誌開始 

平成 26 年 

平成 27 年 

平成 28 年 平成 29 年 

平成 30 年 

令和元年 

令和に年号が変更！ 

令和 2 年 

団体紹介 PR シート開始 



 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１２月２日（木）益田市人権センターにて、「令和３年度 市民活動支援センター交流会」を開催しました。 

昨年に初めて開催し今年で２回目となる交流会ですが、益田市内の市民活動団体、ＮＰＯ法人、地域自

治組織、行政から合わせて３５名の参加がありました。今回は、交流会の様子をお伝えしたいと思います。 

市民活動支援センターから報告 

 市民活動支援センター交流会は、益田市を拠点として地域活動を行っている団体同士及び団体と行政が話す機会を設け、「つ

ながり」をつくるきっかけの場とすること。また、分野の違う人や多様な主体が交流することで、新しい気づきや発見、アイデアを

生むきっかけとすることを目的としています。 

組織や立場を超えて協力し合える「つながり」はとても大きな力となります。交流会をとおして、新しいつながりが生まれ、今後の

地域活動がより一層活発になればという思いで開催しています。 

今回の交流会では、前半に協働の取組み紹介を行い、後半で各グループに分かれての交流会を実施しました。 

 

 

◇協働の取組み紹介 

 様々な主体がお互いのことを理解し、それぞれの特

性や強みを活かして連携・協働することで、新しいアイ

デアやノウハウを得ることができ、単独で行うよりも高

い効果を得ることが期待できます。 

実際にどんな協働の取組みがあるのか、一緒に取り

組んでどんなメリットがあるのか、３つの協働の事例を

紹介していただきました。 

 

令和２年度の市民活

動支援センター交流

会での出会いをきっ

かけに、一緒に取組

めることがあるので

はと考え実現した事

業です。ＮＰＯ-ＭＡＳ

ＵＤＡが開催するけや

き学園の講座の１コ

マとして「人生会議」

の講座を組込むこと

になりました。 

 

 

〔良かった点〕 

〇ＮＰＯ-ＭＡＳＵＤＡ 

自分達だけでは思いつかない

ことや、知らなかったことを知

ることができた。 

〇市高齢者福祉課 

活動している場面やジャンル

は違っても、同じ目的や目標を

持った人と出会い、一緒に活

動すると、今まで以上に楽しく

活動できる。 

〔良かった点〕 

〇益田市立益田東中学校 

生徒達は日本遺産を通して、地

域と関わることができた。 

〇ますだ地域づくり協議会 

地域住民と中学生との交流の

場となった。また、親世代の参

加もあった。 

日本遺産認定に伴い、地域への浸

透と活性化を図るために、益田地

区内の日本遺産構成文化財を巡

るスタンプラリーを開催。 

日本遺産学習の成果発表並びに

地域交流として、益田市立益田東

中学校の生徒が中学生ガイドや運

営スタッフとして参画しました。 

 

 

【観光ボランティアガイド養成講座】 

益田観光ガイド友の会 

× 

市観光交流課 

益田市の観光素材である歴

史・文化について触れ、観光

ガイドへの興味関心を持っ

てもらう機会を創出すること

を目的に研修会や現地ガイ

ド体験を実施。観光ボランテ

ィアガイドの増加、人材育成

を図っています。 

 

〔良かった点〕 

〇益田観光ガイド友の会 

行政と協働することで、活動を継続させ

ることができる。 

〇市観光交流課 

観光客に対して満足度の高いおもてな

しを提供できる。養成講座だけでなく、

様々な取組で協働することができる。 

 

◇交流会  

 会の後半は、５つのグループに分かれてグループトークを行いました。 

 最初に各グループ内で団体名と活動内容などの簡単な自己紹介を行ってもらい、その後紹介を聞いて

気になった点や他団体に聞いてみたいことなど、自由に話し合っていただきました。 

【交流会の様子】 

昨年の交流会でのアンケートを参考に、今年は交流時間を多めに確保！ 

また、市民活動団体やＮＰＯ法人だけでなく、今年は新たに地域自治組織の方の参加もありました。 

各グループ、普段関わりの少ない団体とも積極的に意見交換や情報交換をしている姿が見られました。 

団体によっては、一緒に活動する具体的な計画が出てきた団体や、来年度の活動のテーマが見つかった団体もあり、

限られた時間の中でしたが、様々な交流ができました。 

 

問：今回の交流会について、参加されて 

どのように感じましたか。 

とても良

かった, 9名

まあまあ良かった, 10名

無記入, 3名

【アンケート結果】 

参加者人数 

問：具体的に話をしたい団体・課は 

ありますか。 

NPO, 8名

市民活動団体,

7名
地域自治組織, 

7名

行政, 

10名

その他, 3名

合計：３５名

はい

11名

いいえ, 3名

無記入

8名

〔感想 一部抜粋〕 

・他の団体の活動を見聴きするのは非常に参考になる。 

・グループ内で活発なお話を聞くことができて良かった。 

・色々な立場の人の意見が聞けてとても良かった。 

・連携できる団体とつながった。 

・５班内の意見交換は良かった。 

・良い集会なのでもう少し間口を広げた方がいいのでは 

今回アンケートで回答していただいた意見を基に、来年度の交流会はさらにパワーアップしていきたいと思います。

今後も市民活動支援センターとして皆さんの活動を支援していけるよう努めてまいりますので、お気軽にご相談くだ

さい。 

 

◇市民活動支援センター交流会とは？ 

 

・前回と比べると、交流会の時間が少し少なかったように思う 

・一部の団体、課としか情報交換ができなかった。 

・前期と後期で年２回開催するのはどうか 

・このような意見交換を今後も継続して欲しい。 

・各団体の活動内容が知れる機会があるとありがたい。 

【日本遺産認定記念スタンプラリー】 

ますだ地域づくり協議会 

× 

益田市立益田東中学校 

【高齢者の健康づくり、生きがいづくり、仲間づくりへの支援】 

ＮＰＯ法人ＮＰＯ－ＭＡＳＵＤＡ×市高齢者福祉課 


